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偽りの自己像 :J;αneEyreにおける自伝的語り

奥村真紀

Virginia羽Toolfは， Charlotte Brontるの JαneEyre: An Autobiogrα:phy 

を評して，“WhenCharlotte wrote she said with eloquence and splendour 

and passion '1 love，' '1 hate，' '1 suffer.''' (71) と述べている.実際，最終章

の冒頭の有名な宣言，“Reader，1 married him."]が端的に表しているように，

この小説においては一人称の語り手が読者に対して，非常に強烈に自己主張

をしている. 2作目の小説である JαneEyreを書くにあたって作者は，男

性の一人称の語り手を使って失敗と断じられた第 1作 TheProfessorとは異

なる女性の一人称の語り手を選ぴ，さらに副題が示すように，その語り手が

自分の物語を語る自伝という形を取った.つまりこの作品において Janeは

主人公であると同時に語り手でもあり，クロノロジカルに生きている主人公

の人生を，回顧的に語っている.自伝的語りとは，過去を辿る自己のアイデ

ンテイティの探求であり，読者の存在を常に念頭に置き，われわれに呼びか

ける語り手Jane2に特鍛的なのは，語ることで自分の人生を再構築してい

るという強い意識である.しかし，この自己主張の強い語り手が描き出す主

人公としての Janeは，自己抑制が強く，常に物陰に退いて人の話を聞く人

物であり，読者はそのギャップを感じざるを得ない.つまり作者は同一人物

であるはずの語り手と主人公の聞に距離を作りだし，そのずれを読者に示し

ているのである。本論文では，語り手がどのように自分の人生を再構築して

いるかを追いながら，その自己主張の強さが何に起因するのかを考察してみ

たい.

Sandra GilbertとSusanGubarを始め，何人もの批評家がJαneEyreを
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“a distinctively female BildungsromαFゾ3と定義しているが，実際，この小

説のプロットは主人公Janeが成長し，自らのアイデンティテイを獲得して

いく過程を描いている.小説の冒頭で，主人公Janeはよるべない孤児であ

り，家の中で抑圧され疎外される存在として舞台に出てくる.彼女はいとこ

のJohnReedに“youare a dependant" (11)と呼ばれて激しく反発するが，

彼女の目指すアイデンティテイは，社会的なレベルでは，小説の最後で誇ら

かに宣言される“1am an independent woman now" (458)になることであ

ることは明らかである.同時に精神的なレベルでは，冒頭での状況， "I was 

a discord in Gateshead Hall." (16)が，小説の最後で描かれる“perfect

concord is the resultア(475) という Rochesterとの結婚生活と対照される.

つまり，主人公Janeが社会的アイデンティティと，精神的な帰属意識の双

方を得るというゴールに向かつて成長していくプロセスが，語り手によって

語られていくのである.

Annette Tromlyは，この小説が語り手によって“afive-act play" (47) 

に変えられていると論じているが，この劇化は語り手自身が意識している.

例えば，第 2章は“unconsciousnessclosed the scene" (18) という言葉で

閉じられ，第 11章は“Anew chapter in a novel is something Iike a new 

scene in a play; and when 1 draw up the curtain this time， reader， you 

must fancy you see a room in the George Inn at Millcote" (97) という言

葉で始まる.語り手は自分の人生を劇のように分けることによって，主人公

の成長のプロセスをわかりやすく，ゴールに向かつてまっすぐに進んでいる

ように示すことに成功している.つまり Janeは何も持たない根無し草の状

態から，それぞれの段階で一つず、つ社会的な，外側からのアイデンテイテイ

を得ていくのである.孤児として Gatesheadを出発した Janeは， Lowood 

では友人と教育を， Thornfieldでは愛を， Moor Houseでは財産と血縁を，

最後の Ferndeanでは家庭を手に入れる.それは，社会からも家庭からも疎

外されていた Gatesheadの生活から，徐々に他人との関係を通じて帰属意
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識を得，自分を“heterogenous"(16)な異端者から一つの社会の中心人物

に変えていく，段階をふんだ精神的な成長過程の描写でもある.さらにそれ

はGatesheadで，他者である Mrs.ReedやBessieの言葉によって自分を

規定されていた無力な子供の主人公から，自分自身の声で自分を語る語り手

への成長でもあるのである.

語り手は小説の最初の段階で，子供時代の主人公の視点に修正を加えてい

る.例えば Gatesheadの赤い部屋の場面で，主人公の感じる激烈な苦しみ

と並置して，幼い自分には見えなかった様々な状況が成長した語り手によっ

て冷静に描かれる.

Why could 1 never please? Why was it useless to try to win any 

one's favor? . . . 1 dared commit no fault: 1 strove to fulfil every duty; 

and 1 was termed naughty and tiresome， sullen and sneaking， from 

morning to noon， and from noon to night. . 

[Nlow， at the distance 0ι-1 will not say how many years， 1 see it 

clearly. 

1 was a discord in Gateshead Hall. . .. They were not bound to 

regard with affection a thing that could not sympathize with one 

amongst them. . .. (15-16) 

語り手は，幼い自分が感じたことを描写した後，その主観的な苦悩に対して

客観的な修正を加えるのだが，そうすることで自分の過去と現在の間に距離

を置き，自分の成長を印象づけている.小説の冒頭から，語り手は自分の存

在を読者に感じさせ，さらに自己批判を行うことによって，自分の語り手と

しての信頼性や中立度を読者に印象づけようとしているのである.

同時に，語り手が自分の現在の視点だけを提示するのではなく，主観的な

子供時代の感情をそのまま描写していることも注目に値する.例えば

Lowoodへの旅程を， Bessieは“Fiftymiles" (43) と言うのだが，幼い
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Janeにとってはそれは“overhundreds of miles" (43)に感じられる.Mr. 

Brocklehurstの出現を“ablack pillar!" (32) と描写し， Lowoodの本当は

80人に満たない生徒の数を“countless"(45) と感じる Janeの主観的なも

のの見方は，赤い部屋で脅えきった自分自身を“oneof the tiny phantoms， 

half fairy， half imp" (15) と見るところで頂点に達する.語り手が，この

ような鋭い感受性を持った子供の視点を客観的な説明と同時に提示すること

で，読者は幼い Janeにあわれみと共感を感じるのである.主人公Janeは

次のような瞬間を経験する.“[Florthe first time， glancing behind， on each 

side， and before it， it [Jane's mindl saw all round an unfathomed gulf: it 

felt the one point where it stood-the present; and the rest was formless 

cloud and vacant depth." (82)未来を知らず，現在を一歩ずつ進んでいく

しかない主人公は常に現在という瞬間に生き，全てを知っているはずの語り

手はしばしば視点を主人公の現在に同一化させることで，読者に主人公との

一体J惑を感じさせ，作品世界の中に引き込むことに成功している.しかし

語り手が自己批判を行い，主人公との聞に距離をとって客観的な描写をつけ

加えるのは，主に GatesheadとLowood時代，つまり子供時代に対してで

あることは興味深い. Gatesheadで語り手は主人公の状況に解釈をつけ加

え，館の女主人を“Mrs.Reed"と呼ぶことで主人公や主人公を取り巻く状

況に距離を置いている.Lowoodでの経験も，語り手は直接子供の視点で語

る以上に，物語に距離をとって読者に向けて語る.例えばHelenの病気を

クロ/ロジカルに子供の視点で語るかわりに，語り手はまず Lowoodに到

来した春と蔓延する病気の中で自分が人生を楽しんでいることを描写し，そ

れに続いて，“Andwhere， meantime， was Helen Burns? Why did 1 not 

spend these sweet days of liberty with her? Had 1 forgotten her; or was 1 

so worthless as to have grown tired of her pure society? . . Helen was ill 

at present." (81)と客観的な視点で語るのである.

GatesheadとLowoodのシーンを終えた Janeは，第 10章で 18歳になっ
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て再登場する.激情的な 10歳の Janeと，落ち着いた教師である 18歳の

Janeの聞にはすでにギャップがあるのだが，同時に語り手のヒロインとの

距離の取り方も変化している.子供時代の自分を客観的に描写し，説明を加

えていた語り手は，大人になったヒロインとは意識的に視点を同一化し，そ

のような距離をあまり感じさせない. 10歳と 18歳の Janeの間のギャップ

は語り手がその 8年間を意図的に飛ばしていることから生じてくるように思

われる.子供の Janeは非常に感情的であり，神の存在に疑問を抱いている.

それは HelenBurnsとの対比で際立っているが，あきらめと運命への忍従

をもって永遠の生である死を待ち受ける Helenに対して， Janeは彼女の代

わりに不当な仕打ちに怒り，最後まで“Whereis that region [where Helen 

believes to go after death]? Does it exist?" (85) と，神の救いや天国の存

在に懐疑的である.この懐疑的，感情的な Janeと，信仰を持ち，自己抑制

の強い 18歳の Janeとの間には，何らかの変化の瞬間があるはずであるが，

それについては語り手は何も語らない 4というのも実際には語れるような変

化は起こっていないからである. 18歳の自分を評して，語り手は次のよう

に書いている.“1had given in allegiance to duty and order; 1 was quiet; 1 

believed 1 was content: to the eyes of others， usually even to my own， 1 

α:ppeαred a disciplined and subdued character" (88;斜体は引用者)つま

り，子供時代を終えた自己抑制の強い Janeは実はそう見える，あるいは意

識的にそう見せているだけであり，本性は感情的なままなのである.

第 10章の冒頭で，語り手は自分の物語を次のように語っている.

Hitherto 1 have recorded in detail the events of my insignificant exis-

tence: to the first ten years of my life， 1 have given almost as many 

chapters. But this is not to be a regular autobiography: 1 am only 

bound to invoke memory where 1 know her responses wi1l possess 

some degree of interest: therefore 1 now pass a space of eight years 
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almost in silence. (86) 

ここで語り手は“thefirst ten years of my life"を今まで描写してきたと書

いているが，実際は Janeは舞台に出てきた時にはすでにもう 10歳であり，

語り手自身それを“Iwas but ten" (10) と書いているのである.語り手は

ここで語りの誇張を行っているのであって，実際に語り手が書いてきた部分

はほんの何か月かの物語に過ぎない.つまりこの時点、ですでに様々な取捨選

択は行われ，小説には語り手の判断によって絞り込まれたエピソードだけが

描かれているのだ.語り手は，自分で明言しているように，語りの操作を行

っている.自分にとって興味のあること，つまり，語りたいこと，語れるこ

と，語らなくてはならないと感じていることだけを強調的に語っているとい

うことを，ここで語り手は認めているのである.読者は語り手が自己検閲と，

語る事物の取捨選択を行っていることを忘れてはならない.語り手が語りた

いことだけを語ることと，主人公が見せかけの控えめな自己を作ることは，

本質的に近い行為だと言うことができるだろう.主人公は語り手の声を通し

てのみ描写されるのであり，また，主人公自身が成長してプロットの終わり

で語り手となって再度自分の物語を回顧するのだから.本質的に， Janeは

変化していないのである.

Jαne Eyreの語り手の特徴として，自己主張の強さと，読者に対する呼び

かけの多さが上げられるが，それは自分の物語に対する不安から，自己正当

化をはかり，読者の共感と承認を得るためだと考えられる.それでは，

Jane Eyreが自己正当化の必要を感じる物語とはいったいどのようなもので

あろうか.また，何故自分を控えめな自己として描き出すのか.アイデンテ

イティを求める旅， Gatesheadから Ferndeanまで，本当にプロットを動

かしているのは， Jane Eyreの停滞を嫌い，動きを求める志向である.

GilbertとGubarはこの小説を“astory of enclosure and escape" (339) と

定義しているが，実際Janeは常に落ち着いた場所からの変化を求めている.
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語り手はそれを次のように叙述している.

41 

1 longed for a power of vision which might overpass that limit; 

which might reach the busy world， towns， regions full of life 1 had 

heard of but never seen; that then 1 desired more of practical experi-

ence than 1 possessed. . . 1 believed in the existence of other and 

more vivid kinds of goodness， and what 1 believed in 1 wished to 

behold. 

Who blames me? Many no doubt; and 1 shall be called discontent-

ed. 1 could not help it: the restIessness was in my nature; it agitated 

me to pain sometimes. 

It is in vain to say human beings ought to be satisfied with tran-

quillity: they must have action; and they wiIl make it if they cannot 

find it. (114) 

語り手がもっとも熱心に語っているのは自分が動かなくてはならないという

その強い志向である.後に St.John Riversと出会う時，彼は Janeのその

傾向を見抜いて“inyour nature is an alloy as detrimental to repose as 

that in mine; though of a different kind" (373) と言う.彼らの会話はさ

らに続いている.

“1 read it in your eye: it is not of that description which promises 

the maintenance of an even tenor in life." 

“1 am not ambitious." 

He started at the word ‘ambitious.' He repeated，“No. What made 

you think of ambition? Who is ambitious? 1 know 1 am: but how did 

you find it out?" 

“1 was speaking ofmyself." (375) 
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St. Johnがはっきり理解しているように， JaneとSt.Johnの類似点、はその

変化を求める志向であり，それは“ambition"という言葉で言い換えられる.

控えめに見える Janeは，否定してはいるが，本当は野心家であり，まだ見

ぬ世界を見る「視力jを渇望している.しかし男性である St.Johnとは異

なり，女性である Janeはその野心を一人でかなえることはできない. St. 

Johnが妻としてインドに同行することを望む時，彼女はインドという未知

の固に行くこと自体には一種の魅力を感じていながら，彼の“1want a wife: 

the sole he1pmeet 1 can influence efficient1y in 1ife， and retain abso1ute1y 

till death" (428) という言葉，彼女の存在を St.Johnの従属物にしてしま

うその言葉に対して反発し，拒絶する.しかし彼女は一人でその未知の固に

行くことはできない.St. Johnが言うように， 19歳の少女は誰かに連れて

行ってもらうしかないのである.だから Janeは自分を犠牲にするよりも，

その野心を自己実現という形に昇華させるのである. Janeは言う。“With

you， 1 wou1d have ventured much; because 1 admire， confide in， and， as a 

sister， 1 10ve you: but 1 am convinced that， go when and with whom 1 

wou1d， 1 shou1d not 1ive 10ng in that climate. . .. God did not give me my 

life to throw away." (436) Janeの変化を求める志向は，ゆえに自分の生を

大切にし，自分が自分であることを確認する過程と重なるのである.

実際，この小説において主人公 Janeは，何度もくりかえし“1am Jane 

Eyre."と断言している. Terry Eag1etonは“Forsomeone as socially 

iso1ated as Jane， the se1f is all one has. . .. 'Se1f-possession' comes to 

assume a meaning deeper than the coolly impenetrab1e composure." (24) 

と指摘しているが，まさに Janeにとっては，自分が自分であることを確認

し主張することが絶対的に必要なのである最初から彼女は“adependant" 

であり，個人としては何物でもないというアイデンテイテイの危機を経験し，

それを得られる場所を求めて旅を続けているのだから.Jane Eyreは決して

自分を Jane Rochesterと呼ぶことはない.Rochesterとの結婚前夜，彼女
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は言う.“not1， but one Jane Rochester， a person whom as yet 1 knew not. 

. . . Mrs. Rochester! She did not exist: she would not be born till 

tomorrow， • • • and 1 would wait to be assured she had come into the 

world alive， before 1 assigned her all that property." (288) Margaret 

Homansは， Mrs. RochesterがJaneの“unbornchild"であり，母である

Janeのアイデンテイティをなくしてしまう存在であるので，小説の中で拒

絶されると論じているが，より大切なのは， Jane EyreをJane Rochester 

と名付けることが Rochesterにとって，彼女を所有することを意味すると

いうことであるYそれは Rochesterがその存在を，またその所有を拒絶しよ

うとしている本当の妻 Berthaを決して BerthaRochesterという名前で呼

ばないことからも明らかである.JaneはRochesterとの会話でそれを感じ

取っている.

“It is Jane Eyre， sir." 

“Soon to be Jane Rochester，" he added:“in four weeks， J anet; not a 

day more. Do you hear that?" 

1 did; and 1 could not quite comprehend it: it made me giddy. The 

feeling， the announcement sent through me， was something stronger 

than was consistent with joy-something that smote and stunned: it 

was， 1 think， almost fear. 

“You blushed， and now you are white， Jane: what is that for?" 

“Because you gave me a new name-Jane Rochester." (271) 

Jane Eyre はJaneEyreであり，小説の最後で実際に Rochesterと結婚し

ても，決して自分を Jane Rochesterと呼ぶことはない。彼女の自伝のタイ

トルも JαneEyreのままなのである.名前が変わることは大きなアイデン

テイテイの危機を意味する.JaneはRochesterにSt.Johnと同じ，自分の

存在を無にする権威を感じ，だからこそ Rochesterのもとを去るのである.
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しかし語り手は， Thornfieldを去る自分の決意は神の導きであるとし，

守るべき法律や道徳を口にする.“1will keep the law given by God; 

sanctioned by man." (334)“God must have led me on." (339) しかし，

それでは何故Berthaの死を知らずして JaneがRochesterのもとに戻って

くるかが充分に説明できない.実際 Janeが去っていく時に Rochesterに言

う言葉は，彼女自身ではなく，信仰にすがり，この世の享楽をあきらめきっ

たHelenBurnsの言葉である.“Doas 1 do: trust in God and yourself. 

Believe in heaven. Hope to meet again there. . . . We were born to strive 

and endure." (333-334)だが，実際には Janeは“1was no Helen Burns" 

(68) と明言し， Helenを拒絶したはずである.その上，このように人間的

な愛を拒絶して神を選んだ Janeが次に神のしもべである St.Johnに会う

ことは必然であるが，彼女は Helenなら受け入れたであろう彼の計画を受

け入れることはない.ゆえに語り手が主張する神の導きというのは， Jane 

がThornfieldを去る理由としては信用できない.実は，“1care for myself. 

The more solitary， the more friendless， the more unsustained 1 am， the 

more 1 will respect myself.プ (334) と宣言しているように， Janeは自分自

身であり続けるために Thornfieldを去り，次の段階で財産と血縁を得て，

自分に足りない本当の家庭を見いだすために最後に彼のもとに戻ってくるの

だ.実際， Rochesterとの婚約期間， Janeが一番悩むのは経済的な依存で

ある.これは小説の冒頭で JohnReedに指摘された“adependant"の状態

に変わりない.彼女はこれに屈辱を感じ，自分のものになるだろう財産のこ

とを思い出す.“[Tlhemore he bought me， the more my cheek burned 

with a sense of annoyance and degradation. . . . 'It would， indeed， be a 

relief，' 1 thought， 'if 1 had ever so small an independency. . . if 1 had but a 

prospect of one day bringing Mr. Rochester an accession of fortune， 1 

could better endure to be kept by him now.'" (281-2)ゆえに，その遺産を

得て“independent"になった Janeは，安心して Rochesterのもとに帰って



偽りの自己像:，fIαneE沙問における自伝的語り 45 

くることができるのである.

小説の最後で， Janeは愛情深く献身的な妻となり，男の子の母となる.

語り手は“MyEdward and 1， then， are happy" (476) とその幸せな結末を

強調する.実際， Elaine Showalterが指摘するように，ヴィクトリア朝時

代，女性として正常だと見なされるためには，妻となり，母となることが必

要だ、ったことを考えると，まさに Janeは“heroines-bothprofessional 

role-models and fictional ideals-who could combine strength and 

intelligence with feminine tenderness， tact， and domestic expertise" (100) 

の一人である.Jane Eyreの社会的アイデンテイティも，帰属意識も，小説

の最後では完壁なものとなる.しかし，その幸福の中で， Janeは自伝を書

くことによって自分の人生をふり返らずにいられない.妻であり母であるこ

とが女性の自己としての存在を無にすることなら，よりいっそう Janeは自

分の存在を確認する必要がある.最終的なアイデンテイティを社会によって

認められ，変化できなくなってしまった Janeは，その不安を昇華するため

に，自分の得たアイデンティティの正しさを自伝という形で書くことによっ

て確認することしかできない。 AnnetteTromlyが指摘するように，彼女は

自伝を書くことによって，自分の動かない現在を“revitalize"しようとする

のである語り手は自分の得たゴールが正しいものであることを確認するた

めに，意識的にその「幸せな」結末に向かうために必要なエピソードだけを

選んで語っているので，小説はまっすぐにゴールに向かつて進んで、いくよう

に語られている.例えば，変化できない人物である Mrs.Reedと対峠する

ことで主人公の成長を示すために，小説の半ばで語り手は主人公を出発地で

ある Gatesheadに帰らせ，自分の変化を強調している.さらに，読者から

の共感と承認を得るために，語り手は登場人物を分かりやすく善悪の二項対

立で描写する.Janeの語りは自分の成長を示すために自分の過去を再構築

するという目的意識が強く，そのための情報操作をも辞さないのだ 8

Jane Eyreは語り手が描き出すような，控えめでおとなしいだけの人物で
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はない.彼女は例えばRochesterとの決別の場面においても，かなり策略

的である.激した Rochesterと向かい合って， Janeは "Thecrisis was 

perilous; but not without its charm" (319) とその状況を楽しんでさえい

で，計算して涙を流すのである.“Ifthe f100d [of tears] annoyed him， so 

much the better. 80 1 gave way， and cried heartily." (319)それは彼女が

実は他者からの称賛や注目を欲し，外見を気にすることにつながる.例えば，

Gatesheadでのけ者にされている彼女は“Tospeak truth， 1 had not the 

least wish to go into company， for in company 1 was very rarely noticed" 

(29) と語り，注目されない状態で Gatesheadの人々と一緒にいることがい

やだと言っているのだ.彼女が注目されない理由は，自分が“plain"である

からだと彼女は，思っている.彼女は官頭から“myphysical inferiority" (7) 

に言及しているが，その劣等感は召使いたちの評価によって強められる.

"'Yes，' responded Abbot， 'if she were a nice， pretty child， one might 

compassionate her forlornness; but one really cannot care for such a 1ittle 

toad as that.' 'Not a great deal， to be sure，' agreed Bessie." (27)語り手は

実際もっとはっきりとその願望を書いてもいる.

1 sometimes regretted that 1 was not handsomer: 1 sometimes wished 

to have rosy cheeks， a straight nose， and small cherry mouth; 1 

desired to be taU， stately， and白nelydeveloped in figure; 1 felt it a 

misfortune that 1 was so little， so pale， and had features so irre伊 lar

and so marked. And why had 1 these aspirations and these regrets? 

It would be difficult to say: 1 could not then distinctly say it to 

myself; yet 1 had a reason， and a logical， natural reason too. (103) 

自分の得たアイデンティティの正しさを主張する語り手は，もし自分が美し

かったなら違うアイデンテイティを得られたのではないだろうかと考え，現

状に満足していないようにさえ読みとれる.さらに言うならば，その劣等感
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ゆえに，彼女の描く悪役は全て美しいのではないだろうか.

このような語りの操作は，頻繁な呼びかけを通して，読者の共感を得るた

めになされ，それに成功している 9読者は Janeの物語に引き込まれ，小説

の内部から彼女と同じ道を通って最後の幸せな結末に至るのである.しかし，

“this is not to be a regular autobiography" (86) と明言する語り手は，実

は自己抑制の強い主人公と，ロマンティックな愛の物語を担造し，自分の自

己主張を読者に対して正当化しようとしているのである.なぜなら Jane

Eyreが行う，女性の自己主張は社会的にみて「女らしくない」行為である

からだ.それは例えば， Elizabeth RigbyのJαneEyreへの書評にみられる

激しい嫌悪感に明らかである.“JaneEyre is proud， and therefore she is 

ungrateful too. . .. The doctrine of humility is not more foreign to her 

mind than it is repudiated by her heart." (451) GilbertとGubarが指摘

するように，ヴィクトリア朝女性作家の小説を書くことに対する不安は，自

己主張することで「女性」ではなく“amonster or freak" (34) と見なされ

ることであった.小説の最後で妻であり，母であるという社会的アイデンテ

イティを確立した Janeは，その閉塞感から自分の声によるアイデンテイテ

イの確認を必要とする.語りを奪われた Janeは語れない Berthaとなるし

かないからである 10しかし，その自己主張は両刃の剣である.自分が自分

であるというアイデンテイテイの確認をすればするほど，その自己主張は女

らしくない行為となり，社会的アイデンテイティは危機にさらされる.ゆえ

に語り手は，小説の中の自分を徹底的に控えめな存在として描き，読者を小

説世界の中に引き込むことで，共感と承認を得ょうとするのである.小説の

結末で，彼女はヴィクトリア朝の「家庭の天使」さながらの献身的な妻とな

り，幸せな生活を送っている.しかし，彼女の「幸せ」は，“blestbeyond 

what language can express" (475) と表現され，語り手にとって語れない

幸せを与える結婚生活の中で，彼女は密かに自伝を書くことで自分の人生を

確かめているのだ.
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語り手の自己主張に対する切望と不安は，同時に女性作家 Brontるの葛藤

でもある.Marcusが指摘するように，当時作家であるということは自己広

告と密接に結びついていた (213).これは当然自己主張行為に帰結し，女性

に求められた控えめさと矛盾する.Bronteが女性作家として評価されるの

を拒み続けたことはよく知られているが，彼女はその偏見を避けるために

Currer Bellという筆名を用いた.匿名での出版を選んだ、 JaneAustenと違

って， Bron出は意識的に筆名を選択し，アイデンティティを偽装すること

で男性中心社会の中での地位を確立しようとしたのである.これは，語り手

が自分の自己主張を控えめな主人公という自己像で覆い隠し，読者に呼びか

けることで共感を求めるという行為と重なる.読者に対する呼びかけは，

Bront邑自身のものでもあるからだ.自分が落ち着くべき境界を超えた，蓬

かなるヴイジョンを求める主人公Janeの「視力」は，ここで作者 Bron出

自身の作家としての「視力」への渇望と重なり，自己正当化の必要を感じる

その不安は，語り手と作者に共通の，語るための動機となるのである.

Bront邑もまた，女性としての限界を超えたところに作家としての自らのア

イデンティティを見いだし，その否定されるべき自らの“ambition"を，読

者の共感によって認知されることを渇望しているのだから.

Jαne Eyreの第一版では， Currer Bell はJaneEyreの語る自伝の編者と

してタイトルページに名前を載せている.つまりそれは， Currer Bellとい

う男性の検閲を経て承認された， Jane Eyreという女性の物語という形を取

るのである.意識的な筆名の選択は二重の効果を持っている.Bront邑は

Janeの自己主張を男性の検閲でもう一度偽装させることで，自伝作者であ

るJaneEyreの女性としてのアイデンティテイを守ると同時に，女性作家

である自らのアイデンテイティをも隠蔽する.読者はそのような男性による

検閲の偽装の裏側に，作者の葛藤と不安を解消しようとする真撃な試みを感

じる.J，αne Eyreにおける語りの操作は，語り手の強い自己主張の必要性と，

それに伴う不安を押し隠す自己防衛の行為である.それは作者 Bronteの女
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性作家としての葛藤と，作家であることに対する自己正当化への渇望と重な

り，読者に圧倒的な共感をもって自分の物語を承認することを訴えかけ続け

ているのである.

注

1 Charlotte Bronte， Jane Eyre. Ed. Margaret Srnith. (Oxford: Oxford UP， 1993) 

473.以後，J.αneEyreからの引用はこの版を使用し，括弧内に頁数を示す.

2 Sylv色reMonodによると，語り手Janeは実に 30回も読者に直接呼びかけている.

3 Gilbert and Gubar， 339.例えばMaggieBergはJaneを“anornad-an orphan 

with no roots and little knowledge of her beginnings"と定義づけ，この小説を

“archetypically Victorian search for identity" (33) と見なしている.

4 Janeの変化について描写がないことに何人かの批評家も注目しているが，語り

を2つに分けて，彼女の変化を論じているものがほとんどである.Barbara Hardy 

はJaneの感情と信仰の 2つの段階の問には“agap" (65)があるが，作者は con-

versionよりも Janeの成長を書きたかったと述べている.Peter Dale は“conver-

sion"の瞬間をわざと消すことによって，読者の期待を裏切り，“indeterrninacy"

の効果を出していると論じている.私が注目するのは， Janeが変化したように見

せかけているだけで，実は変化していないという点である.

5 “1 arn J ane Eyre"という頻繁な確認について， Janeの自我の主張は，彼女の出

す家庭教師の広告に象徴的に現れている.彼女はその広告の署名として，イニシャ

ル“J.E."を使うのであるが，これは Janeが勉強する言語であるフランス語では

「私Jをあらわしている (Marcus，211). J ane Eyreが後に使う Jane Elliottとい

う偽名でもそのイニシヤルは変わらない (Hennelly，Jr.， 703). 

6 Hornans， 91. Erich Frornrnは，男性の「名付ける」という行為を，聖書におけ

る父なる神の言葉による創造と同一視し，それが女性の特権である出産能力を奪い，

男性を極端に完全な存在にする役割を持っていると論じている (53).つまり

RochesterがJaneをMrs.Rochesterと名付けるとき，彼は St.Johnと同じく，

男性的権威で Janeを所有しようとしているのであり，だからこそ Janeはその名

前を聞いて青ざめるのである.

7 Trornly， 63. また， Hornansが指摘するように，母となることがその女性のアイ

デンテイティを脅かすことであるのなら (91)，主人公Janeのアイデンテイテイ

は小説の最後で一番の危機を迎えることになる.

8 例えば， Janet Gezariは， Rochesterの負傷した腕が小説の中では左腕と書かれ

ているのに対し， Janeが“1arn still his right hand" (475) と描写することは，右
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は善であり左は悪であるという， figurativeな言葉の使い方だと指摘している (85-

88). 

9 多くの批評家が語り手の呼びかけが読者に与える効果について論じてきたが，そ

のような呼びかけをする理由を論じているものは少ない.Mark Hennelly Jr.は当

時の時代状況や Bront邑家の子供たちの習慣からして，小説を読み聞かせる機会が

多く，“reader"という頻繁な呼びかけによって読者とテキストの間にダイアローグ

が作り出されると論じている (HennellyJr.， 693-694). また CarlaKaplanは，

Jαne Eyreの語りを“girltalk"と定義付け，聞いてくれる人を探す Janeの語りは

読者を彼女の“confidant"にすると論じている.
ナラティヴ

10. Carolyn HeilbrunはF.S. Fitzgeraldの妻の狂気について，狂気とは語りを奪

われたことによる「物語を喪失した状態Jであると書いている.J.αneEyreにおい

ても，狂女 Berthaの物語は，彼女の狂気とともに， Rochesterによってしか読者

に伝えられない.RochesterはBerthaの所有を拒否するだけでなく，語りを奪う

ことによって妻を狂気に陥れ，彼女の存在を無にしてしまうのである.
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